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図-1(a) 分解能 1.2m芝の場合 図-1(b) 分解能 1.2m立木の場合 
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1. はじめに 

 都市内に存在する植生の分布状況の把握や定量的

な把握は，都市環境を評価するために重要である．

近年，高分解能衛星の運用により，より精度の高い

都市の判読や植生の判読，抽出が可能になってきた． 

 これまで，高分解能衛星画像を用いて過密した都

市域や森林部等の密集した植生に対してのオブジェ

クト指向によるセグメンテーション処理やそれを用

いた画像分類について様々な検討が加えられてきて

いる．しかし，30cm分解能の高分解能衛 WorldView-3

を用いて過密した都市内での植生に対するオブジェ

クト指向によるセグメンテーション処理についての

検討はまだ行われていない． 

本研究では，マルチスペクトルで 8 つの波長帯を

持つ高分解能衛星 WorldView-3 衛星画像データを用

いて，都市内緑地公園における画像セグメンテーシ

ョンに対する分解能の向上の効果を検討した． 

 

2. 研究方法 

2.1 テストサイト 

 東京都心の中心付近に多数の植生が存在する緑地

公園を対象とし，その中でも大規模な緑地公園とし

て，日比谷公園をテストサイトとして設定した． 

2.2 使用データ 

 2014 年 8月 13日に打ち上げが成功し，運用開始直

後の 2014年 9月 22日に 8バンドのマルチスペクト

ル画像で観測された WorldView-3衛星画像データを

使用した．今回は，分解能の違いによる影響を検討

するため分解能が 1.2×1.2mのデータとやや分解能が

低下処理された 1.6×1.6mのデータの両方を使用した．

また，比較対象として，マルチスペクトルで 2m×2m

分解能の WorldView-2衛星にて 2011年 7月 11日に

観測された画像データを使用した．こちらは，前処 

 

 

 

理としてATCORアルゴリズムによる 1)大気補正処理 

と地表面反射率への変換処理を施した． 

2.3 解析手法 

各画像でのオブジェクト化の差異について比較検

討を行った．オブジェクト指向によるセグメンテー

ション処理は，G.J.Hay ら 2）によって提唱されてい

る multiresolution segmentation 法においてパラメータ

設定に系統性を持たせて検討した．セグメンテーシ

ョンのパラメータは，初期的な数値としてスケール

パラメータが 10，shape 指数が 0，compactness 指数

が 0.5とスケールパラメータが 30，shape指数が 0，

compactness指数が 0.5を今回検討の対象とした． 

3. 研究結果及び考察 

3.1 セグメンテーションの特徴について 

①スケールパラメータが 10の場合 

 スケールパラメータを 10とした場合，WorldView-3

画像では，WorldView-2画像と比較するとより細かく

セグメンテーションされる傾向が示された．さらに，

芝等の広い箇所でのセグメンテーションでは分解能

が 1.2m より 1.6m のセグメンテーションがより細か

くできる傾向が示された．植生や建物が密集してい

る部分では1.2mの方が細かく行っている傾向が示さ

れた．これは，分解能の向上により建物や植生とい

った物の縁取りが認識しやすく，より正確なセグメ

ントを構成しているからだと考察される． 
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図-1(c) 分解能 1.6m芝の場合 

図-1(e) WorldView-2芝の場合 

図-2(a) 分解能 1.2m芝の場合 

図-2(c) 分解能 1.6m芝の場合 

図-2(e) WorldView-2芝の場合 図-1(d) 分解能 1.6m立木の場合 

図-1(f) WorldView-2立木の場合 

図-2(b) 分解能 1.2m立木の場合 

図-2(d) 分解能 1.6m立木の場合 

図-2(f) WorldView-2立木の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 スケールパラメータ 10の場合 

②スケールパラメータが 30の場合 

 スケールパラメータを 30とした場合，WorldView-2

画像では，植生に対してのセグメントは個々ではな

く，全体的にオブジェクト化されてしまっているの

に対して，WorldView-3画像ではそれよりも細かくセ

グメンテーションが行われている結果が得られた．

スケールパラメータ 10の場合と比べ，各セグメント

が大きくなっており，こちらの方が建物や植生の判

読が目視でも容易である傾向が示された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 スケールパラメータ 30の場合 

3.2 セグメンテーションの比較検討について 

 今回の比較検討によって，WorldView-3画像のセグ

メンテーション処理について，WorldView-2 画像での

パラメータ設定と同一であると，芝等の広い箇所や

密集した立木群等と全体的に大幅に異なる結果が得

られた．WorldView-3 としては，分解能 1.2mと 1.6m

とも，ほぼ同様な結果が得られた．しかし，オブジ

ェクト化について若干の差異が生じていることから，

わずかな分解能の違いがセグメンテーションに影響

を与える傾向があることが考察された． 

4. おわりに 

 今回は高分解能衛星 WorldView-3 画像と

WorldView-2 画像のセグメンテーション処理につい

ての比較検討及び考察ができた．今後は，

WorldView-3 衛星画像によるセグメンテーションパ

ラメータの設定の検討と都市内植生に対する分類手

法による検討と都市環境評価のための植生分布の評

価方法の新たな提案のための検討を予定している． 
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